






要約:出生前診断の進歩に伴ない、従来より重症の先天性横隔膜ヘルニアが小児外科医の手

元に届くようになり、先天性横隔膜ヘルニアの小児外科的な治療成績は悪化傾向にある。

このような現況を打破する活路として、先天性横隔膜ヘルニアの胎児手術への期待が高ま

りつつある。今回私共は、先天性横隔膜ヘルニア2例の出生前診断を経験したので報告し、

加えて胎児手術も勘案した今後の先天性横隔膜ヘルニアの周産期管理に言及してみた。 


